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◆
木
戸
耕
作
校
長
先
生
の
実
績

　

本
校
の
歴
代
校
長
の
中
で
、
第

九
代
木
戸
耕
作
先
生
は
特
に
有
名

で
あ
る
。
木
戸
先
生
は
、
昭
和

二
十
四
年
八
月
か
ら
平
成
二
年
ま

で
四
〇
年
九
か
月
も
の
長
き
に
わ

た
り
、
校
長
と
し
て
本
校
を
飛
躍

発
展
さ
せ
た
。
創
立
百
周
年
記
念

誌
に
よ
る
と
、
就
任
後
は
年
を

追
っ
て
生
徒
数
が
増
え
、
昭
和

四
十
年
度
に
は
二
五
〇
〇
名
を
突

破
、
ま
た
施
設
・
環
境
面
で
は
、

周
到
な
計
画
の
も
と
校
地
・
校
舎

拡
張
事
業
を
行
い
、
創
立
時
と
比

較
し
て
、
約
四
倍
の
校
地
面
積
、

十
二
・
五
倍
の
校
舎
延
べ
面
積
を

実
現
し
た
。

　

ま
た
、「
女
子
は
女
子
の
み
で

育
て
、
技
術
偏
重
・
知
識
偏
重
で

な
く
、
全
人
格
的
教
育
を
忘
れ

て
は
な
ら
ぬ
」
と
繰
り
返
し
述
べ

た
。
こ
れ
は
共
学
校
に
は
な
い
女

子
校
独
自
の
校
風
と
し
て
、
当
時

は
か
な
り
注
目
さ
れ
た
。
英
語

教
育
に
も
熱
心
で
、
交
換
留
学
や

海
外
短
期
英
語
研
修
を
始
め
た
。

開
校
以
来
、
外
国
人
教
師
を
初
め

て
雇
用
し
た
の
も
木
戸
先
生
で
あ

る
。
生
徒
の
深
い
教
養
の
た
め
の

学
力
増
進
を
掲
げ
、
高
い
次
元
か

ら
教
職
員
を
牽
引
し
た
。

◆
高
大
連
携
協
定

　

木
戸
先
生
は
学
外
と
の
交
流
で

も
本
校
の
発
展
を
支
え
た
。
昭
和

五
十
九
年
に
日
本
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
副
会
長
に
就
任
し
、

日
本
私
学
界
に
名
を
轟
か
せ
た
。

当
時
、
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和

中
学
校
・
高
等
学
校
の
人
見
楠

郎
校
長
先
生
と
は
私
学
の
発
展
に

力
を
尽
く
し
た
間
柄
で
、
そ
の
縁

で
木
戸
先
生
亡
き
後
の
平
成
九
年

に
、
同
校
主
催
の
国
際
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
本
校
生
徒
六
名
が
参
加

し
て
い
る
。

　

時
代
は
令
和
に
至
り
、
さ
る
七

月
一
日
、
本
校
は
昭
和
女
子
大
学

と
高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
。
こ
の
協
定
は
「
相
互

の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
連
携
に
よ

り
、
お
互
い
の
教
育
の
質
の
向
上

と
活
性
化
を
図
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か

昭
和
女
子
大
学
を
訪
問
し
た
が
、

そ
の
た
び
に
親
し
く
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
約
四
十
年
前
の
繋
が

り
が
今
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
た
。
今
回
の
協
定
締
結

も
、
木
戸
・
人
見
両
先
生
の
関
係

が
時
を
超
え
て
生
ん
だ
も
の
だ
と

言
え
よ
う
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
本
校
生
徒

の
学
び
と
経
験
の
場
が
増
え
る
。

そ
の
一
つ
が
国
際
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
復
活
で
あ
る
。
二
〇
二
五
年

度
よ
り
、
本
校
は
昭
和
ボ
ス
ト
ン

高
校
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
募
集

対
象
校
と
な
っ
た
。
夏
季
休
暇
期

間
中
の
二
週
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ

ス
ト
ン
に
あ
る
昭
和
女
子
大
学
の

海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
と
い
う

も
の
で
、
年
末
頃
に
は
募
集
案
内

が
届
く
予
定
で
あ
る
。
奮
っ
て
参

加
し
て
ほ
し
い
。

◆
物
事
の
見
方
・
考
え
方

　

高
大
連
携
に
限
ら
ず
、
生
徒
の

学
校
生
活
に
多
様
で
質
の
高
い
選

択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
は
学
校
の

責
務
だ
。
そ
れ
ら
が
生
徒
の
心
に

響
き
、
そ
の
後
の
行
動
を
変
え
て

い
く
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

親
世
代
に
比
し
て
は
る
か
に
地

域
格
差
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
地
方
で
得
ら
れ
る
も
の
は

都
会
の
そ
れ
と
は
当
然
異
な
る
。

自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が

過
ぎ
る
心
地
よ
さ
の
一
方
で
、
例

え
ば
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

施
設
や
機
会
は
都
会
ほ
ど
望
め
な

い
。
し
か
し
、
生
ま
れ
た
場
所
に

よ
っ
て
生
じ
る
経
験
の
差
異
は
致

し
方
な
い
と
し
て
も
、
生
徒
た
ち

に
は
そ
の
こ
と
を
将
来
の
選
択
の

幅
を
狭
め
る
理
由
に
し
な
い
で
ほ

し
い
。

　

立
場
上
、
進
学
の
際
の
校
内
選

考
面
接
に
立
ち
会
う
こ
と
が
多
い

が
、「
生
ま
れ
育
っ
た
高
知
に
恩

返
し
を
し
た
い
。
だ
か
ら
、
高
知

で
学
び
高
知
で
就
職
し
た
い
」
と

話
す
生
徒
が
毎
年
数
名
い
る
。
こ

の
純
粋
さ
を
否
定
す
る
つ
も
り
は

な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
十
分
だ
ろ

う
か
。
県
外
・
国
外
で
学
び
、
外

か
ら
地
元
を
見
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
客
観
性
を

も
っ
て
は
じ
め
て
見
え
る
こ
と

や
、
到
達
す
る
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。「
○
○
し
か
な

い
（
知
ら
な
い
）
か
ら
○
○
を
選

ん
だ
」
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
に

は
、
置
か
れ
た
場
所
で
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
補
完
す
る
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
高
み
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
あ
た
り
、

木
戸
先
生
の
土
佐
女
子
の
将
来
を

見
据
え
た
舵
取
り
を
再
認
識
し

た
。
同
時
に
、
そ
れ
を
さ
ら
に
次

世
代
に
繋
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
己

を
鼓
舞
し
た
。
木
戸
先
生
は
事
あ

る
ご
と
に
土
佐
女
子
愛
を
語
っ
た

そ
う
だ
。
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る

多
角
的
多
面
的
思
考
が
経
験
に

よ
っ
て
育
つ
の
な
ら
ば
、
あ
る
年

齢
ま
で
は
、
親
や
教
師
が
導
く
も

の
で
も
あ
ろ
う
。
生
徒
の
思
考
が

未
熟
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
私
た

ち
は
自
己
を
省
み
、
次
の
「
手
」

を
考
え
た
い
。
縁
あ
っ
て
本
校
に

学
ぶ
生
徒
た
ち
が
、
し
な
や
か
に

自
分
の
道
を
切
り
開
く
力
を
備
え

て
巣
立
つ
た
め
に
、
私
も
木
戸
先

生
の
想
い
に
恥
じ
ぬ
よ
う
校
務
に

あ
た
ろ
う
。
こ
れ
が
私
な
り
の
土

佐
女
子
愛
で
あ
る
。
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過去３年間の大学別合格者数一覧（のべ数・年度は入試年度） R6 . 4 現在

大 学 名 合格者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度

国
公
立
大

宇都宮大 2

お茶の水女子大 1

大阪大 1

和歌山大 1

岡山大 4

香川大 1

愛媛大 1 2

高知大 9 2 5

釧路公立大 2 4 8

都留文科大 3

愛知県立芸大 1

京都府立大 1

神戸市外大 1

兵庫県立大 1

島根県立大 1

高知工科大 5 6 4

高知県立大 11 8 13

北九州市立大 1

計 35 27 37

私
立
大

千葉商科大 1

文教大学 1

明海大学 1

目白大 1

神田外大 1

青山学院大 2 1

亜細亜大 1

大妻女子大 1

共立女子大 1

大 学 名 合格者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度

私
立
大

慶応義塾大 1

國學院大 2 1

国士館大 1

駒澤大学 2 1

駒沢女子大 1

実践女子大 1

上智大 1

昭和女子大 3 1

女子美大 1

白百合女子大 2

専修大 7 1

創価大 1

大東文化大 1

拓殖大 1

玉川大 1

多摩美大 1

中央大 2

帝京大 1

東京家政大 1 1 1

東京家政学院大 1

東京工科大 1

東京電機大 1

東京農業大 1

東京薬大 1

東洋大 1 2 1

日本大 1 2

日本女子体育大 1 1

日本体育大 1

大 学 名 合格者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度

私
立
大

法政大 3 1 2

武蔵野音大 1

武蔵野大 1

武蔵大 1

武蔵野美大 1

明治学院大 1 2

立教大 1 1

関東学院大 1 2

神奈川大 1

愛知淑徳大 1

中京大 1 3 4

人間環境大 2

名城大 1

成安造形大 2

大谷大 1 1

京都外大 2

京都先端科学大 2

京都産業大 5 2 4

京都女子大 10 3

京都芸術大 2

京都橘大 1 2 4

京都光華女子大 1

同志社大 1 4

同志社女子大 2 2 4

立命館大 6 5 1

龍谷大 6 6 2

追手門学院大 2 1

大阪音大 1

大 学 名 合格者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度

私
立
大

大阪芸大 2

大阪産業大 45

関西大 3 9 4

関西外大 2 2 2

近畿大 5 3

摂南大 4 1

阪南大 2

桃山学院大 1 1

大和大 1 5

関西学院大 3 3 3

甲南大 1 2 3

甲南女子大 3 7

神戸学院大 10 9 17

神戸女学院大 5 2 14

神戸女子大 12 3 9

神戸松蔭女子学院大 3 2 1

武庫川女子大 3 5

関西福祉大 3

岡山商大 1

岡山理大 2

川崎医療福祉大 1 2 2

ノートルダム清心女子大 2

倉敷芸術科学大 1 1

就実大 3 1

美作大 5 3

環太平洋大 1 1

広島女学院大 1

福山大 2

大 学 名 合格者数
令和3年度 令和4年度 令和5年度

私
立
大

安田女子大 3 1

広島国際大 1 2

四国大 1 4

徳島文理大 3 6 11

四国学院大 1

松山大 1 7 8

高知学園大 16 7 6

高知リハ専門職大 7 5 3

高知健康科学大 2

他 7 12 6

計 172 158 213

短

大

実践女子大短大部 1

嵯峨美術短大 1

大手前短大 1

奈良芸術大 1

関西外大短大部 1

大阪芸術大短大部 1 1

神戸教育短期大 1

川崎医療短大　 1 1

就実短大 1

美作大短大部 1

四国大短大部 1

徳島文理大短大 1

高知学園短大 14 13 11

計 21 17 14
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
国

盗
り
物
語
」
で
濃
姫
を
演
じ
、

そ
の
後
、
時
代
劇
「
江
戸
を

斬
る
」や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
水

中
花
」
に
出
演
。
同
ド
ラ
マ

の
主
題
歌
「
愛
の
水
中
花
」

を
リ
リ
ー
ス
し
、
大
ヒ
ッ

ト
。
当
時
大
人
気
の
音
楽

番
組
「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン
」

に
も
出
演
。「
青
春
の
門
」、

「
蒲
田
行
進
曲
」、「
男
は
つ

ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど

多
く
の
映
画
作
品
に
も
出
演

し
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最

優
秀
賞
主
演
女
優
賞
を
は
じ

め
、
数
々
の
賞
を
受
賞
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ら

ん
ま
ん
」
に
牧
野
富
太
郎
博

士
の
祖
母
役
で
出
演
し
た
縁

で
、
牧
野
記
念
財
団
の
理
事

に
就
任
。

　

平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
更
級

日
記
』
に
は
、『
源
氏
物
語
』
な

ど
の
文
学
に
憧
れ
て
上
京
を
切
望

す
る
少
女
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

冒
頭
で
少
女
は
、
当
時
「
地
方
」

で
あ
っ
た
千
葉
か
ら
政
治
や
文
化

の
中
心
で
あ
る
京
都
へ
の
帰
還
を

願
う
。
い
つ
の
時
代
で
も
「
都
会

に
行
き
た
い
」、「
最
新
文
化
に
触

れ
た
い
」
と
い
う
想
い
は
変
わ
ら
な

い
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
首
都
圏
大
学

の
新
入
生
に
お
け
る
地
方
出
身
者

の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。

50
年
前
に
は
地
方
出
身
者
の
割
合

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、

昨
年
度
は
三
人
に
一
人
を
下
回
っ

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
人
口
の

多
寡
だ
け
で
は
な
く
情
報
格
差
や

卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
人
生
設
計

の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢

が
顕
著
と
な
って
い
る
。
詳
細
は
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ

る
最
新
情
報
を
確
認
し
、
積
極
的

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
公
開
講

座
等
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
一
月
に
実
施
さ
れ
る
『
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
』
に
新
た
に
加
わ

る
『
情
報
』
と
、
科
目
名
称
が
大

幅
に
変
更
と
な
る
地
歴
・
公
民
に
つ

い
て
は
注
意
が
必
要
と
な
る
。
必

須
の
有
無
、
配
点
、
選
択
科
目
の

組
み
合
わ
せ
問
題
等
に
お
い
て
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
数
学

は
『
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ
』
と
い
う

新
た
な
枠
組
み
で
の
実
施
と
な
り
、

そ
の
他
の
科
目
で
も
設
問
数
の
増

加
な
ど
の
変
更
が
行
わ
れ
る
。
国

立
大
学
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
見
ら

れ
た
ア
ラ
カ
ル
ト
入
試
の
よ
う
な
科

目
数
の
少
な
い
受
験
方
式
は
激
減

し
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
必
要

科
目
数
が
多
い
の
が
現
在
の
特
徴

と
言
え
る
。

　
一
方
で
、
年
内
入
試
と
呼
ば
れ

必
要
科
目
数
が
少
な
い
総
合
型
選

抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
の
人
気
が

高
ま
っ
て
お
り
、
私
立
大
学
の
中

に
は
定
員
の
半
数
以
上
を
充
足
し

そ
の
も
の
に
対
す
る
意
識
の
差
を

指
摘
す
る
記
事
も
散
見
さ
れ
る
。

　
一方
で
、
地
域
の
学
生
の
「
囲
い

込
み
」
が
進
ん
で
お
り
、
返
済
不

要
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
や
、

無
償
化
な
ど
各
自
治
体
が
様
々
な

施
策
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
入

試
制
度
で
地
域
特
別
枠
の
設
定

や
、
地
域
特
有
の
課
題
に
特
化
し

た
学
科
の
開
設
も
行
わ
れ
て
お
り
、

18
歳
人
口
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

新
た
な
公
立
大
学
設
置
を
試
み
る

自
治
体
も
あ
る
。
公
立
大
学
は
設

置
地
域
の
内
外
に
よ
って
入
学
金
に

差
が
あ
り
、
倍
額
以
上
の
差
を
つ

け
る
大
学
も
存
在
す
る
。
新
た
に

地
域
内
の
学
生
に
対
し
て
授
業
料

を
無
償
化
す
る
自
治
体
や
、
所
得

の
制
限
な
く
地
域
外
の
学
生
の
入

学
金
も
引
き
下
げ
る
こ
と
で
学
生

人
口
を
増
や
そ
う
と

す
る
自
治
体
も
現
れ

て
い
る
。

　

今
年
度
の
高
校
３

年
生
か
ら
『
新
教
育

課
程
』
に
よ
る
受
験

と
な
る
。
少
子
化
の

中
、
大
学
に
と
っ
て
優

秀
な
学
生
の
確
保
は

至
上
命
題
で
あ
り
、

か
つ
て
の
よ
う
に
横
並

び
の
受
験
方
式
で
は

な
く
、
大
学
の
特
色

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
他
と

て
い
る
大
学
も
存
在
す
る
。
三
月

の
後
期
入
試
ま
で
挑
戦
す
る
受
験

生
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
国
公

立
大
学
の
募
集
定
員
の
70
％
以
上

は
一
般
入
試
で
の
募
集
と
な
っ
て
い

る
。
ゆ
え
に
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

受
験
す
る
こ
と
で
進
路
実
現
の
可

能
性
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
言

え
る
。

　

七
月
末
に
希
望
者
対
象
関
西
方

面
大
学
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
。
高
校
生
66
名
が
参
加
を

し
、
兵
庫
・
大
阪
・
奈
良
の
五
大

学
に
足
を
運
ん
だ
。
立
地
や
規
模

も
様
々
で
、
各
大
学
が
独
自
の
教

育
理
念
の
も
と
優
れ
た
教
育
を
実

践
し
て
お
り
、
雰
囲
気
も
異
な
って

い
る
。
考
査
期
間
中
の
た
め
多
く

の
学
生
で
キ
ャ
ン
パ
ス
は
賑
わ
っ
て
い

て
、
あ
り
の
ま
ま
の
大
学
の
雰
囲

気
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
校
と
長
年
に
亘
る
繋
が
り
の
中

で
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る

大
学
で
あ
り
、
特
別
に
許
可
を
い

た
だ
い
て
実
現
し
た
ツ
ア
ー
で
あ
っ

た
。
関
係
各
位
に
感
謝
し
た
い
。

な
お
、
三
月
に
は
関
東
方
面
の
大

学
訪
問
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
。

進
路
指
導
部
よ
り

進
路
指
導
部
よ
り

進
路
部

進
路
部  

部
長
部
長
　　
田
村
　
弘

田
村
　
弘

　

土
佐
女
子
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
、
文
化
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
の
講
師
は
、
女
優
の
松
坂

慶
子
さ
ん
で
し
た
。
高
知
放

送
の
井
手
上
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

司
会
進
行
の
も
と
、
牧
野
植

物
園
の
村
上
さ
ん
に
も
ご
登

壇
い
た
だ
き
、「
植
物
を
愛
し

た
牧
野
富
太
郎
博
士
の
祖
母

役
を
演
じ
て
」
と
い
う
演
題

で
、
松
坂
さ
ん
に
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
知
の
印
象
に
つ
い
て
、

「
人
と
人
の
距
離
の
近
さ
や
温

か
さ
を
感
じ
、
ど
ん
ど
ん
高

知
が
好
き
な
場
所
に
な
っ
た
」

と
、
演
題
の
牧
野
富
太
郎
博

士
の
祖
母
で
あ
る
「
タ
キ
」
に

つ
い
て
は
、「
厳
格
で
愛
情
深

い
人
で
自
分
に
と
っ
て
憧
れ

の
女
性
だ
っ
た
」
と
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県

出
身
の
作
家
、
宮
尾
登
美
子

さ
ん
と
の
ご
縁
に
つ
い
て
も

お
話
い
た
だ
き
、
宮
尾
さ
ん

の
「
武
将
を
支
え
る
女
性
は
名

が
残
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら

文
学
で
残
す
」
と
い
う
思
い

や
、
そ
の
思
い
を
体
現
す
る

こ
と
の
で
き
る
女
優
と
い
う

職
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

る
お
話
で
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で

も
、
生
徒
た
ち
に
向
け
て
、

「
何
で
も
楽
し
ん
で
や
る
」、

「
好
き
と
い
う
情
熱
が
大

切
」、「
こ
れ
を
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
を
思
い
っ
き
り

楽
し
ん
で
や
っ
て
欲
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
、
講
演
を
通
し
て
、
自
分

で
進
む
道
を
選
び
、
途
中
で

投
げ
出
さ
な
い
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

文
化
講
演
会

令
和
六
年 

九
月 

二
〇
日
（
金
）



中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

邦
楽
部
第
四
十
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

日
本
音
楽
部
門 

出
場

令
和
六
年
度
高
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

優
勝

　

令
和
六
年
七
月
三
十
一日
、

八
月
一
日
に
土
岐
市
文
化
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、「
第

四
十
八
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
日
本
音
楽
部
門
」
に

出
場
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
三

年
度
に
は
先
輩
た
ち
が
優
良
賞

を
い
た
だ
い
た
大
会
と
あ
って
、

練
習
に
も
一
層
熱
が
入
り
ま
し

た
。
本
番
二
日
前
の
リ
ハ
ー
サ

ル
で
は
緊
張
で
手
が
震
え
て
い

た
部
員
達
も
、
本
番
後
は
自

分
の
中
で
最
高
の
演
奏
が
で
き

ま
し
た
と
笑
顔
で
報
告
し
て
く

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
上

位
入
賞
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
部
員
一
同
大
き
な
舞
台
で

演
奏
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
七
月

二
十
日
に
高
知
市

東
部
総
合
運
動

公
園
で
行
わ
れ
た

「
令
和
六
年
度
高

知
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
」
で
、

三
十
六
年
ぶ
り
の

団
体
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
翌
日

に
行
わ
れ
た
個
人

戦
で
も
、
瀬
戸
・

川
﨑
ペ
ア
が
優
勝

し
、
二
冠
を
達
成

し
ま
し
た
。
大
会

ま
で
に
心
身
と
も

に
最
高
の
プ
レ
イ

が
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、

保
護
者
の
方
々
、

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
方
に
感

謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
、
今
後
も
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

吹
奏
楽
部　
元
顧
問

川
﨑
（
森
本
） 
直
由
美

　

土
佐
女
子
吹
奏
楽
部
50
回
と

い
う
節
目
に
、顧
問
の
先
生
方

の
素
晴
ら
し
い
企
画
と
し
て
卒

業
生
に
も
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。発

起
人
に
な
っ
て
く
れ
た
数
名
の

卒
業
生
が
連
絡
・
計
画
・
調
整

に
携
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

い
っ
た
い
何
人
集
ま
っ
て
、ど

ん
な
演
奏
に
な
る
の
か
不
安
で

は
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
63
歳
か
ら
19

歳
ま
で
の
百
名
近
く
。曲
は
創

部
時
に
演
奏
し
た
「
聖
者
の
行

進
」、楽
器
を
持
っ
て
最
初
に
演

奏
す
る
「
バ
ラ
の
謝
肉
祭
」、そ

し
て
「
翳
り
ゆ
く
部
屋
」
の
三

曲
で
し
た
。練
習
は
た
っ
た
の

四
回
。初
回
の
合
奏
で
は
遠
慮

が
ち
に
演
奏
し
て
い
る
人
が
多

か
っ
た
も
の
の
回
を
重
ね
る
度

に
ぐ
ん
ぐ
ん
良
く
な
り
、初
め

て
一
緒
に
演
奏
す
る
メ
ン
バ
ー

と
も
一
体
感
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。思
う
よ
う
に

演
奏
で
き
な
く
て

も
そ
こ
は
歳
で
カ

バ
ー
。大
人
の
表

現
・
音
楽
が
で
き

て
き
て
、全
身
で

演
奏
す
る
姿
に
胸

が
熱
く
な
り
ま
し

た
。こ
ん
な
感
動

は
初
め
て
で
し

た
。緞
帳
が
お
り

た
時
の
晴
れ
や

か
な
笑
顔
、感
動

の
涙
。私
の
目
標

で
あ
っ
た
「
楽
し

か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
そ
れ

で
良
し
！
」
が
達

成
で
き
た
と
思
え

ま
し
た
。

　

今
回
一
番
強
く

思
っ
た
こ
と
は
、

卒
業
生
の
パ
ワ
ー

の
す
ご
さ
で
す
。

そ
れ
は
、思
春
期

の
六
年
間
を
女

子
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
に
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。女
だ
け
の
生
活
で
遠
慮
も

な
い
け
れ
ど
、す
べ
て
自
分
た

ち
の
力
で
や
り
抜
く
心
意
気
は

育
ま
れ
ま
す
。「
土
佐
女
子
の
卒

業
生
お
そ
る
べ
し
。」
と
思
っ
た

今
回
の
演
奏
会
で
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

吹
奏
楽
部　
Ｏ
Ｇ上村

（
柏
井
） 

友
希

高
三 

上
村
　
彩
華

中
二 

上
村
　
彩
月 

母

　

私
の
引
退
ス
テ
ー
ジ
、第
20

回
定
期
演
奏
会
か
ら
30
年
。ま

さ
か
再
び
当
時
の
仲
間
と
同
じ

ス
テ
ー
ジ
に
立
て
る
日
が
来
る

と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。記
念
す
べ
き
50
回
目
と

い
う
こ
と
で
、こ
の
春
卒
業
し

た
若
者
か
ら
上
は
63
歳
ま
で

の
総
勢
93
人
の
、夢
の
よ
う
な

ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。娘

二
人
が
在
籍
し
て
お
り
、親
子

三
人
で
同
じ
舞
台
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

し
た
。高
三
の
娘
は
私
の
楽
器

を
使
用
し
、部
長
と
し
て
こ
の

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。30

年
前
の
私
も
部
長
で
し
た
。演

奏
会
を
見
に
来
て
く
れ
た
旧
友

は
、私
の
娘
が
私
と
同
じ
立
場

で
壇
上
に
立
ち
、当
時
を
彷
彿

さ
せ
た
ス
テ
ー
ジ
に
胸
が
熱
く

な
っ
た
そ
う
で
す
。年
月
が
流

れ
、進
化
し
つ
つ
も
伝
統
を
受

け
継
ぐ
演
奏
会
で
あ
る
こ
と

は
、卒
業
生
と
し
て
嬉
し
い
限

り
で
す
。当
時
の
顧
問
の
先
生

が
指
揮
を
振
っ
て
下
さ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、年
齢
関
係
な
く
皆

が
ス
ッ
と
一
生
徒
に
戻
る
感
覚

は
面
白
か
っ
た
で
す
。中
二
の

娘
も
素
敵
な
仲
間
と
出
会
え
、

大
変
な
中
に
も
楽
し
さ
、喜
び

の
あ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。少
子
化
の
こ
の

ご
時
世
、吹
奏
楽
部

卒
業
生
が
今
年
立
ち

上
げ
た
Ｏ
Ｇ
会
を

き
っ
か
け
に
、今
後

少
し
で
も
土
佐
女
子

校
に
貢
献
で
き
る
取

り
組
み
が
で
き
た
な

ら
幸
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

吹
奏
楽
部　
部
長

上
村
　
彩
華

　

土
佐
女
子
吹
奏
楽

部
の
一
員
と
し
て
、

記
念
す
べ
き
第
50
回

目
の
定
期
演
奏
会
で

演
奏
で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

今
回
、Ｏ
Ｇ
バ
ン
ド

枠
が
あ
り
、親
子
で

同
じ
ス
テ
ー
ジ
に

立
て
た
こ
と
が
、と

て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。部
長
と
し
て

培
っ
た
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
自
分
自
身
の

成
長
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
、

改
め
て
強
く
思
い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

吹
奏
楽
部　
顧
問

織
田
　
朱
美

　

定
期
演
奏
会
50
回
目
と
い
う

節
目
で
、歴
代
の
先
輩
方
が
こ

こ
ま
で
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に

し
た
い
と
思
い
、恩
師
で
あ
る

川
﨑
直
由
美
先
生
指
揮
の
も
と

Ｏ
Ｇ
ス
テ
ー
ジ
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。合
奏
を
重

ね
る
度
に
、音
楽
が
深
ま
っ
て

い
く
瞬
間
が
何
度
も
あ
り
、鳥

肌
が
立
つ
ほ
ど
の
最
高
の
本
番

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、現
役
部
員
の
演
奏

も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

私
は
、土
佐
女
子
吹
奏
楽
部

を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い

で
日
々
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、歴
代
の
Ｏ
Ｇ
の
方
々

が
過
ご
し
て
き
た
よ
う
に
、部

員
に
と
っ
て
、こ
の
部
で
過
ご

す
一
度
き
り
の
青
春
に
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
苦
難
を
乗
り
越
え
た
先
の

本
番
は
、何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
感
動
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。あ
の
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

て
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
姿
を

忘
れ
ま
せ
ん
。関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

吹
奏
楽
部

　 
第
50
回
定
期
演
奏
会



主な活動実績（令和 6年度）

　

令
和
六
年
九
月
二
十
二
日
（
日
）、
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
一
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
や
部
活
動

の
催
し
だ
け
で
な
く
、
中
学
二
年
生
の
学
年
企
画
と
し
て
の
手
作
り

作
品
販
売
や
、
校
友
会
の
方
々

に
よ
る
販
売
、
ダ
ン
ス
部
・
バ

ト
ン
部
・
書
道
部
に
よ
る
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
で
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月

十
五
・
十
六
日
、

中
一
生
は
本
校
で

行
わ
れ
た
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。
ホ
ー
ム

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
十
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
、
英
語
漬
け

の
二
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
英
語

力
を
伸
ば
す
だ
け

で
な
く
、
自
ら
発

信
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
楽
し
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
、
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
六
年
十
月

十
五
・
十
六
日
、

中
三
生
は
県
内
各

事
業
所
に
て
職
場

体
験
を
行
い
ま
し

た
。
医
療
、
教

育
、
製
造
、
小
売

り
、
建
設
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
分
野

に
分
か
れ
て
の
体

験
で
し
た
。
事
前

学
習
も
行
い
、
希

望
の
職
種
へ
の
体

験
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
楽
し
い
だ

け
で
は
な
く
働
く

こ
と
の
大
変
さ
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き

た
貴
重
な
体
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
九
月
二
十
六
日

（
木
）、
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
文
化
祭
同
様
、
コ
ロ
ナ

前
の
通
常
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
土
佐
女
子
で
の
初
め
て
の

運
動
会
の
中
一
生
か
ら
最
後
の

高
三
生
ま
で
、
み
ん
な
が
笑
顔

で
力
一
杯
競
技
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
は
高
三
生
に
よ

る
、
よ
さ
こ
い
大
乱
舞
で
例
年

通
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

文
化
祭 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

職
場
体
験

運
動
会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中
学
一
年
生

中
学
三
年
生

部活動名 大会名 区分（個人・団体） 種　目 成　績 氏　名 備　考
運 動 部

卓 球 部

インターハイ
個人 女子ダブルス ベスト８入賞

石 川  実 鈴
西 岡  緩 夏

個人 女子シングルス 出場 西 岡  緩 夏

令和６年度
全国中学校体育大会

団体 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 ・・・・・・・・・・
個人 女子シングルス 出場 西 岡 琉 夏
個人 女子シングルス 出場 松 本 結 鶴

弓 道 部 インターハイ 団体 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 ・・・・・・・・・・

バドミントン部

インターハイ

団体 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 ・・・・・・・・・・

個人 ダブルス 出場
西 森  夕 華
安 岡  七 瀬

個人 ダブルス 出場
呉 田  真 央
濵 口  紗 奈

JOCジュニアオリンピック
バドミントン選手権大会全国大会

個人 シングル 出場 呉 田  真 央

個人 ダブルス 出場
西 森  夕 華
安 岡  七 瀬

水 泳 部

インターハイ

個人 女子高飛込 ５位 栁 川 小 夏

個人 女子シンクロナイズド
３ｍ飛板飛込(公開競技) １位 栁 川 小 夏

個人 女子３ｍ飛板飛込 ６位 栁 川  小 夏
個人 女子100ｍ平泳ぎ 出場 栗 山  陽 菜

令和６年度
全国中学校体育大会

個人 女子高飛込 １位(２年連続) 井 上  優 奈 最優秀選手賞
個人 女子３ｍ飛板飛込 １位(２年連続) 井 上  優 奈

JOCジュニアオリンピックカッ
プ

個人 女子３ｍシンクロナイズド １位 栁 川  小 夏
個人 女子高飛込 ５位 栁 川  小 夏
個人 女子３ｍ飛板飛込 ６位 栁 川  小 夏
団体 水球 優勝 足 達  天 音 優秀選手に選出

部活動名 大会名 区分（個人・団体） 種　目 成　績 氏　名 備　考

水 泳 部
JOCジュニア
オリンピックカップ 14-15歳

個人 女子高飛込 １位 井 上  優 奈
個人 女子３ｍ飛板飛込 １位 井 上  優 奈

第78回国民スポーツ大会 個人 女子高飛込 ３位 栁 川  小 夏

ソフトテニス部
インターハイ

個人 女子ダブルス 出場
北 原  涼 葉
西 内  玲 花

個人 女子ダブルス 出場
野 村  美 咲
小 松  蓮 夏

第19回ジュニアジャパンカップ 個人 女子ダブルス 出場 川 﨑  月 愛
テニス部 インターハイ 個人 女子シングルス 出場 杉 村  リナ

ダンス部 全国高等学校
ダンスドリル選手権大会 団体 HIPHOP女子部門

Medium編成 ４位入賞 ・・・・・・・・・・

文 化 部

放 送 部

第71回NHK杯
全国高校放送コンテスト 個人 アナウンス部門

出場 酒井なつみ
出場 岡 﨑  文 香
出場 前 田  　 玲

第48回全国高等学校
総合文化祭 ぎふ総文

個人 アナウンス部門 出場 酒井なつみ
個人 朗  読  部門 出場 林 崎  莉 緒

第４1回NHK杯
全国中学校放送コンテスト 個人 アナウンス部門

出場 竹﨑つむぎ
出場 大 井  天 葉
出場 竹 内  心 花

囲 碁 部
全国高等学校総合文化祭

女子個人 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 松田菜々子
団体女子 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 山 中  彩 音

第４８回全国高等学校
囲碁選手権大会

個人 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 松田菜々子
個人 ・・・・・・・・・・・・・ 出場 山 中  彩 音

邦 楽 部
第48回全国高等学校
総合文化祭 ぎふ総文

団体 日本音楽部門 出場 ・・・・・・・・・・
生 物 部 団体 自然科学部門 出場 ・・・・・・・・・・
コーラス部 団体 ・・・・・・・・・・・・・ 合唱専門部会長賞 ・・・・・・・・・・


